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【体育大会の思い出】 

クラスの順位が昨年より上がってうれしかったです。今回の大会にむけて

ずっとがんばってきた二人三脚は、努力がいかされたんだと思いました。 

すべてのマスゲームはとても良かったです。一年生は、僕たちの時とはまた 

違うなあと思いました。二，三年のダンスは、キレがあっていいなあと思い 

ました。僕たちの組体は、痛いのをがまんしてやりました。自分の力を試さ 

れる場面が何回もありました。何度も苦しい時もありました。でも、それが 

組体であると分かりました。来年は、組体があるか分かりません。 

もしあったら二年でやったことを活かせる 

ようがんばりたいと思います。リレーでは 

みんなが頑張って走っているのが目に見え 

ました。来年はもっと盛り上がる体育大会 

にしたいと思います。 

体育大会でとても印象に 

残っているのは、２，３年 

女子でしたダンスです。 

とても難しく、周りはみんな 

完ぺきに踊れているのに、自分は十分に踊れていませんでした。体育大会の 

前日には少し踊れるようになりました。本番は一回だけ間違えたりしたけど、 

なんとか形になったので良かったです。体育大会の三日くらい前から腕が痛 

くなって、本番も思うように腕が動かなくて、一人だけ小さい動きになって 

しまいました。もう一つ難しかったことが、手をたたきながらスキップして 

隊形移動するところです。二つの動作を一度にするのがとても苦手ですごく 

練習したけど、どうしても気持ち悪い動きになります。人に見られるのが嫌 

だったので、本番は普通に走って移動しました。最初、ダンスするのが難し 

くて嫌だったけれど、今は来年，ダンスすることを楽しみにしています。 

今年の体育大会は昨年と違って、下級生にどんな姿を見せないといけない 

のかなあと思っていました。また、三年生といっしょにマスゲームしたりと 

昨年とは全く違う体育大会になりました。マスゲームでは、一人技から大技 

まで、土台でしんどかったり、上で怖かったりといろいろありました。 

そんななか、声や姿勢をしっかりすることによって技の完成があるのかなあ 

と思います。リレーや学年種目， 

綱引きも楽しく、全力を出せたと 

思います。これからの文化発表会 

や球技大会でもがんばりたいです。 

 僕は、リレーで足を引っぱらないかと心配していました、自分の番がきて 

緊張していたけど、みんなが『がんばれ』っていう応援が聞こえて気持ちの 

良い走りができたと思います。 

綱引きは、どんどんみんなの力がなくなってきて 

負けてしまいました。次の対戦もあり、めっちゃ 

忙しかったです。学年種目は、ぼくらのミスがなけ 

れば一位をとれていたと思います。ひもが切れ、 

やってしまったと思いました。終わって、みんなが 

『ドンマイ』って言ってくれてうれしかったです。 

優しいクラスやと思いました。組体操は、大人数 

は分からないけど、一人，二人，･･･六人は失敗がなかったので、めっちゃ 

うれしかったです。痛くてもみんなが我慢して 

いて、すごく感動する組体操だと思いました。 

来年は、組体操がなくなるかもしれないけど、 

がんばっていい体育大会にしたいです。 
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